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味 の 素 の 国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ(1)

一 タ イ 編一

太 田 真 治

夏 は じ め に

本稿 は,前 編 「味 の 素 の 国 際 マ ー ケ テ ィ ン グ 食 文 化 との か か わ りに お い

て」(「経 済 論 叢 』 第158巻 第3号1996年9月)1}を 受 け た 味 の 素 に お け る 国 際

マ ー ケ テ ィ ン グの 論 文 で あ る。 前 編 に おい て は,味 の 素株 式 会 社(そ の 製 品 名

「味 の 素」 と区 別 す るた め,以 下,味 の素 社 とす る。)が 主力 製 品 で あ る うま

み 調 味 料(MSGと もい う。monos。diumglutamateの 略 で あ る。 元 来 「味

の 素 」 と呼 称 され る製 品 を い う。 以 下,MSGと 表 記 す る。)を 世 界 的 に販 売

して い く際 に,MSGの 製 品 自体 に お け る食 文 化 上 の性 格 が,い か に 販 売 パ

フ ォー マ ン 文 に影 響 した のか を記 述 した。 食 品 産 業 にお い て,食 文 化 は,重 要

な課 題 で あ る。 す な わ ち,世 界 は,西 の牧 畜 民 族 と東 の 農耕 民 族 に大 き く分 け

られ,そ れ ぞ れ,前 者 は,肉 食 ・乳 利 用 そ して ムギ,後 者 は,コ メ主 体 そ して

魚 と主 食 類 型 が 異 な る。 こ の こ とが,MSGの 普 及 に大 き く関 わ って くる の

で あ る。 そ の食 文 化 の味 の素 社 のMSGの 販 売 に与 える影 響 につ いて考 察 した。

本 稿 は,.味 の 素社 の前 編 で 触 れ た マ ー ケ テ ィ ン グの流 れ を くむ もの で あ り,

味 の素 社 の マ ー ケ テ ィ ング の実 態 につ い て分 析 を行 う もので あ る。 そ して,前

編 にお け る成 果 か ら,そ の対 象 地 域 と して,東 南 ア ジア を取 り上 げ た い 。 東南

ア ジ ア は,食 文 化か らみ る と,農 耕 民族 に分 類 さ れ,MSGと は非 常 に相性 の

1)太 田真治 「味 の素の国際マ ーケテ ィング 食文化 とのか かわ りにおい ℃」r経 済論叢」第158巻

第3号,1996年 。
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良 い地 域 で あ る。 実 際,MSGの 需 要 も大 き く,牧 畜 民 族 で は見 られ な か っ た

加 工 用 の み な らぬ 末 端 消 費 者 へ の小 売 も行 わ れ て い る。 刮 目す べ きは,「 味 の

素 一一一MSG」 の東 南 ア ジ ア にお け る ブ ラ ン ドの顕 著 な浸 透 と 「味 の素=MS

G」 の都 市 部 に と どま ら ない 地 方 め 農 村 部 に 至 る ま で の積 極 的 な展 開で あ る。

味 の 素社 は,戦 後 か ら どの よ うに して 今 日に至 る ブ ラ ン ドビジ ネ ス を展 開 して

きたか,そ して そ の 実 態 は い か な る ものか,を 探 る こ とが 本稿 以 降 の 問題 意 識

な ので あ る。 理 論 的 な 成 果 へ の 期待 と して は,現 地 適 応 化 を優 先 す るマ ル チ ド

メ ステ ィ ック型 国 際 マ ー ケ テ ィン グの あ り方 につ い て と発 展 途.E国 の 国 際 マ ー

ケ テ ィ ン グ は ど う展 開 され て い るの か とい う,2点 に つ い て何 らか の 示 唆 を

得 る こ とで あ る が,こ れ らの 成 果 は,追 い 追 い 明 ら か に され て い くこ とで あ

ろ う。

今 回 の論 稿 で は,東 南 ア ジ アの 中 で も タイ を取 り上 げ る。 タ イは,味 の 素社

の東 南 ア ジ ア戦 略 の 要 とな る 地域 で あ り,味 の素 社 の ビ ジ ネ ス活動 の典 型 例 で

もあ るか らで あ る 。 タイ以 外 の 東 南 ア ジ アの 地域 に お い て は順 次 見 てい くと し

て,と りあ え ず,タ イ の プ ロ フ ィー ル を紹介 して お きた い。

。タイ の プ ロ フ ィ ール

人 口6027万 人(95年7月)バ ン.コク557万 人(93年)

バ ンコ クに おい て は,ス ラ ム人[や 近 隣諸 国か らの流 入 を考 え る と1000万 入

との話 もあ る

バ ンコ クの 都 市 集 中 が 問題 プ ライ メイ トシ テ ィ化

しか し,バ ン コ クの 人Liが 限界 に近 づ いて も農 村 に も余剰 人 口が 滞 留 してい

る点 は,先 進 国 の都 市 集 中 の場.合 と異 な る

一 人当 た りGDP2200ド ル(94年>1117.ド ル(88年)か ら飛躍

プ ラザ 合 意 以後,1987年 か ら爆 発 的 な経 済成 長 を遂 げ る

Gバ ン コ ク,中 部,北 部 ・南 部,東 北部 に分 かれ,こ の順 番 にお い て 所 得 は

低 くな る。特 に東 北 部 は,イ サ ー ンと呼 ばれ,最 貧 地 帯 で,出 稼 ぎや 身 売 り

が 社会 問題 とな って い る
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バ ン コ ク と農村 の所 得 格差 バ ン コ ク内で の所 得 格 差(外 資 系 会 社 勤務 者 ・医

者 ・自山菜 ・資 格 職 → 民 間 会社 勤 務 者 ・公 務 員 → 労 働 者 ・イ ン フ ォー マ ル セ

ク ター)は 大 変 大 きい 月収1000バ ー ツか ら月収10万 バ ー ツ まで

Hタ イの流通構造について

1.前 期的商人資本としてのタイの流通

タイでの味の素社のマーケティング活動を考えてい く..ヒで欠かすことので き

ないことは,現 地における流通構造について知悉す ることである。一般的に

言って,発 展途上国のビジネスにおいては流通の問題を避けて通れない。なぜ

ならば,大 規模産業資本が商品を大量に流すためのパイプは整備されていたと

は言い難いために,ど のメーカーも何 らかの工夫をしなければないか らである。

この事情について,よ く描写されているのは,宍 戸寿雄編 『タイ経済発展の諸

条件』(ア ジア経済研究所,1973年)で ある。ここでは,タ イ.人の流通業者が

前期商人的性格を有するがゆえに,近 代的生産 シ.ステムにソゴをきたすことが,

記されている。以下引用する。

「タイ側経営者の前期商人的性格は,こ こでは工場生産が継続的大量販売

を要求 し,販 売先との長期的取引関係を必要とすることを.1.分理解できな

いとい う形で現れる。近代的工場が生産を開始すると,与 えられた設備能

力に従って大量の製品が継続的に市場に供給される。販売過程が これを継

続的に売 り尽 くすのではない限り,効 率的な操業を維持す ることはで きな

い。ところが,前 期的商人の目には,合 弁工場の設立は,商 品の供給源を

輸入から国内丁:場に置き換えるだけのものにすぎない。需要があれば1:場

の製品を売るし,別 に有利な供給先が現れれば仕入れをそれに乗 り換える

だけのが当然である。買い手がこなければ仕.入れをやめ,売 れなければ工

場の操業を止めるほかはない。こうした考え方からは,前 にもふれたよう

に販売計画や販売予測はでてこない。雨季のような季節的な需要の変動は

そのまま生産過程に持ち込まれてしまうのである。製品を販売するために

一
.
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売 り手 か ら買 い 手 の い る と ころへ 積 極 的 に出 か け る とか,溝 在 的 な 需 要 を

掘 り起 こ して ゆ くとか の マ ー ケ テ ィ ン グの必 要 性 は 理 解 さ れ に くい ので あ

るgま た,前 期 的 流通 の 中で は取 引 は.・回限 りの 偶.発的 な 場 合 が多 く,後

日の ク レー ム な どは た い して 問題 に され ない 。 粗 悪 品 を掴 ま さ れ た 方が 愚

か な ので あ る。」9,

「1ヵ 月 先 の(売 上 の 筆 者 注)予 測 で さ え,"ltdependsonthe【na【 一

ket"と い う答 しか 返 って こな い 」3)

そ して,同 書 は,こ う結論 づ ける。

「近 代 的工 場 生 産 は好 む と好 まざ る とにか か わ らず,こ う した 古 い 流通 機

構 を打 破 しな けれ ば な ら ない 。競 争 場 裡 に生 き残 るた め に近 代 的 な 流 通 へ

の 転換 が 強 要 され る。 時 には タ イ側 経 営 者 と対 立 した ま まで,日 本 側経 営

者 の イ ニ シア テ ィブ に よ って 需 要掘 り起 こ しの 方 策 が 講 ぜ られ た 。 宣伝 広

告 が重 視 され,地 方 を きめ細 か く巡 回す るセ ー ル.ス部 隊 が 映 画 会 を催 し,

地 方 商 店 に看 板 や 商 品 を置 き,系 列 店 販 売 網 を 組織 した。 タイ側 経 営 者 に

よ る従 来 の販 売 網 とは別 に,合 弁 工 業 自身 に よ る 直接 販 売 体 制 を と る方 式

も採 用 さ れ た。」用

これ らの 出来 事 は,ア メ リカ にお い て も 日本 に お い て も多 か れ 少 なか れ体 験

され て きた こ とで あ る。 近 代 的 工 業 は,.前 期 的商 業 とは異 な り,商 品 の 仕 入 れ

と販 売 との 間 に生 産 が 加 わ り,そ の 生 産 に これ まで の商 取 引 で は考 え られ な い

巨 額 で長 期 的 な資 金 が 必 要 で,商 品 を売 り きる た め の流 通 が 必 要 とさ れ る。 こ

こ にお い て,小 回 り,早 期 回収,危 険 回避 とい う前 期 的 商 人 の 特徴 は,経 済 の

近代 化 に おい て ネ ック とな るの で あ る。 政 府 が 収 人 を関 税 に頼 り,均 分 相 続 の

ため地 主 が 発 達 せ ず,金 融 機 関 は(物 的 ・人 的)担 保 を適 正 に 評価 で きな い た

め融 資 機 関 の 役 割 を持 た な い タイ の場 合,流 通 を握 る華 僑 の 商 業資 本 に よ る産

2>宍 戸 寿 雄 編rダ イ経}斉 発展 の諸 条件 」 ア ジ ア経 済 研 究 所,1973年,18D-181ペ ー ジ。

3)同 上,180ペ ー ジ。

4)同 ヒ,181ペ ー ジ。
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業資本への転化 しか近代的工業化の原資を確保する道はなかった。しかしタイ

の場合は,流 通を担 っている華僑資本が,産 業資本へ と転化 しづらい体質のた

め,レ ソトシーキングのみに活発なタイ経済の宿痾のような傾向を強 く持つこ

ととなってしまったのである%タ イ味の素社のケースもまさに.ヒ記の事実に

直面し,同 書で述べ られたような対策を採ることになるのであるが,タ イの流

通機構のこのような特徴は,よ く把握 してお く必要がある。なお,こ の特徴は,

次項で述べる前近代的な自生的な流通機構だけではなく近代的な外生的な流通

機構においても端々でみられることである。つまり,先 進国における店舗に比

べて,タ イの店舗が償却期間が短いということになって表れる。流通機構が華

僑あるいは外国入に握られ,タ イ自身の政策を含めた政治的安定に若干の懸念

がある以上,こ のような傾向は生得のものといえよう。それでは,タ イの流通

機構の具体像ばどうなっているのか,以 下見ていこう。

2.流 通構造の具体像

発展途.E国 の流通機構を見ると,本 来の土着の流通機構 と近代的な流通機構

が混在 している事実に気づ く。この ことを荒川は,「現実の発展途.ヒ国におい

ては,そ の 「自生的」な国内市場形成およびそれに対応する流通機構展開と,

5)「 前期 的商業資 本は,使 用価f直の生産を基調 とする社会 的生産 の 「共同体」的編成,逆 貢する

と商品生産の未発麗ない し発展度の低位性を固有の基盤 として,諸 商品の量的な交換比例の偶 然

性 ・恣意性 を利用 しつつ,文 字通 り不等価交 換を通 じて,単 なる購買価格 と販売価格の差額では

な く,同.・ 生産物の市場価格 の差額 を,「 利潤」 として詐取す るところの独 自な 「資本」種類で

ある,と い うことがで きる詞 岡出与好 「前期的資本の歴史的性格」大隊久雄他編著 『西洋経済

史講座1」 岩波書店,1960年,370ペ ージ。「前期的商業資 本は,生 産者 に対立 し,労 働 過程 を通

じてではな く流通過程 を通 じてであ るが,中 産者を自己に従属 させ,彼 らを搾取するのであって,

商業(商 人〕が産業(生 産 者=産 業資本)に 従属す る資本制生 産のばあい と全 く逆 の関係 を示

す 。」同上,371ぺ ・.・ジ。「前期的商 品取引資 本は特 に仲 立商業 の姿において現われ,交 揆 の両極

に対立 しつつ 「商略 及び欺瞞」に よってその双方 を収奪す るご大塚 久雄1近 代資 本主義の系譜

上」 弘文 堂,1951年,14ベ ー ジ。「ところで かか る利潤 の作出機構にあっては,商 人と消 費者 と

の接燭粘が もっと も 「商略 及び欺瞞」 のロ」.能性 の.多い局面 とな る事は云 う迄 もない」同.ヒ,18

ページ。 「商品取引資 本はそ の循環過程 にあっ て,つ ねに,貨 幣形態に還 ろうとす る傾向 をおび

る。か くて商 人財席は特 に貨幣財産 として現 われ,而 して商 人の下に.貨幣財産が集積せ られるこ

ととなる。」同上,35ペ ージけ
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先 進 高 度 工 業 化 社 会 か ら,資 本投 下 な い し商 品 流.入の 形 で持 ち込 まれ る近 代 的

な市 場 創 出活 動 とそ れ に対 応 す る(「 他 動 的 な」 筆 者 注.筆 者 の見解 で は,「 外.

生 的」 と して も よい の で は な い か と思 わ れ る。)流 通 機 構 形 成 が,相 交 錯 して

展 開 す る傾 向」のが あ る,と して い る。 こ こで,タ イに お い て は,自 生 的 な流

通機 構 と して.は,タ ラー ト,小 売 店(卸 売 を兼 ね て い る もの も含 む)で あ り,

他 動 的 な流 通 機 構 と して は,百 貨 店,.ス ー パ ー,CVs(コ ン ビニ エ ンス ス ト

ア),DS(デ ィス カ ウ ン トス トア),SC(シ ョ ッピ ン グセ ン ター)が 相 当す

る%実 際,タ イで は,自 生 的 な 流 通 機 構 が,他 動 的 な流 通 機構 に置 き換 え ら

れ て い る事 態 が進 行 中で あ る。 バ ン コ ク,交 通 の便 利 な地 方 都 市,交 通 の不 便

な地 方都 市,町 の順 番 で 現 在 に近 い ほ ど 自生 的 な流 通 機.構が 他 動 的 な 流 通 機構

に取 って 変 わ って い る。 ただ し1996年 現 在,交 通 の不 便 な都 市 や 町 に お い て は,

他 動 的 な流 通 機 構 は ま だ 出 現 して い な い の が 現 状 で あ る。 しか し,「 あ る時 突

然CVsが 出現 す る」3,とい.う形 で,従 来 の 流 通 地 図 は変 化 してい る。

で は,ま ず タ イの流 通 機 構 の 中で 中心 的 役割 を は た して い る タ ラ ー トか ら見

て い こ う。 タ ラー トは,TALATと ス ペ ル し,い わ ゆ る市 場(い ちば)の こ

とで あ る。 市 場 は 町 の 中 心 部 に あ り,歴 史 的 に は 自給 自足 で は不 足 す る物 を

物 々 交換 す る場 所 と して 始 ま った 。 今 日で は,日 常 生 活 に必 要 な,あ りとあ ら

ゆ る もの を貨 幣 と交 換 で 売 って い る。 タ ラー トは,発 展 途 上 国 特 有 の 小 売 形態

で あ るが,日 本 の公 設 市 場 とは,日 本 の公 設 市 場 が,大 正 期 の 米 騒動 を契 機 と

して小 売 店 に駆 逐 され た もの を 改 め て 政府 主 導 で 作 られ た とい う経 緯 が あ り,

成 り立 ち は異 な る%い ず れ に せ よ タ ラー トは,地 方 に お い て は そ の 中心 性 を

有 す る もの で あ った ら しい 。 矢野 は,タ イ社 会 の分 節 性 の 中 心 と して の タ ラー

6,荒 」目祐吉 『裡済発展 と流 通機構」千倉書房,1991年6ヨー87ペ ージ0

7)自 生的 と他動的は,非 常 に曖昧 な概念で ある、,本稿で は.従 来のチ ャネル形態が,小 売店の専

門化 など操業の レベルが高 く,そ こに卸す.十分 に定着 した卸売商の存 在 とい う,先 進 国における

前近代的流通形態の成熟の段階を経 由 しないで近代的流通へ と突.大したことをもって,他 動的で

あると理解 したρ

8)タ イ味の素(株)下 民,タ イ味 の素販売 〔株)K氏 聞 き取 り1996年 目月30日 。

9)石 原武政r:一;設小売市場 の生成 と展開」千倉書房,1989年 。
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トと し,以 下 の よ うに叙 述 す る。

「農 民 層 の世 界 感 覚 は,む ろん 宗教 を 通 じて メ ッカや 宇 宙 の果 て まで 及 ぶ

こ とは あ る に して も,そ れ は 日常 的 な 政 治 的利 害 と結 びつ い た 感 覚 で は な

い 。農 民 の住 む世 界 は,行 動 範 囲 の 限 られ た ミク ロ コ スモ スで あ る。彼 ら

の小 宇 宙 は,タ イで 「タ ラー ト」 とい い,イ ン ドネ シ アで 「パ サ ル」 とい

う定 期 市 場 を 中心 と した,半 径 お よ そ10キ ロ の範 囲で しか な い 。 そ の なか

に は,そ の市 場 を囲 ん で 十 か そ こ らの村 が 含 まれ,春 材 に は茶 店 もあれ ば

む ろ ん寺 院 もモ ス ク もあ る。 医 者 を 兼 ね る精 霊 祈 祷 師 も産 婆 もい る。 葬式

も結 婚式 もま た家 の建 築 も,村 民 が 総 出 で や って くれ る。 彼 らの小 宇 宙 は,

そ れ ぞ れ 自己完 結 的 な ので あ る。」1。〕

これ は,村 と村 の境 に市 場 を発 達 させ た 西 ア フ リカ の市 場 とは異 な って い る11)。

さて,こ の よ うな性 格 を有 す る タラー トで あ る が,具 体 的 な構 造 は どの よ う

に な って い た ので あ ろ うかDプ リー チ ャ ・ク ウ ィンパ ン(PreechaKuwinpant)

は,MarketinginNorth-CentralThailandと い う著 書 の 中 で,ピ サ ヌ ロー ク

につ い て のTheWangThongMarketに つ い て の4つ の小 売 形 態 が 存在 す る

と し,(1)市 場(themarkerplace),(2)小 売 り店(ma■ketshops),〔3}農 産 品

市 場(agriculturalmarket),〔4)簡 単.な製 造 品 売 り(路 上含 む)と サ ー ビス店

(themarketforlocallymanufacturedg(.MINandservices)を 挙 げ,そ れ ぞ れ

につ い て分 析 を行 っ て い る。 そ こで の タ ラー トにつ い て の 記 述 を 要 約 す る。

themarketplace(タ ラ ーDは,朝 市 ・セ ン トラルパ ー ト 健 物 内)・ フロ ン

10)矢 野暢 『東南 アジア世界の論瑚 中央公論社.1980年40ペ ー ジ。矢野氏 は,本 書 におい て,政

治の生態史観 として,東 南 アジアを 「小型家産性 国家」 と位置づけている。 つま り,河 川 の支配

を権力 の基盤 とし,領 域支配の観 念と実践 に乏 しく,分 節的で ルー.スな社会 の上に成立す る,ヒ

ンズーのモ権思想 による小規模 な家産性 的権力 としてい るのである。原 因は厳 しい自然環境 によ

るとのことだが,農 民達が 自分達 をつつみ込む ものとしての 「国家」 の観念 を持 たないので,首

都 とそれ以外 とは心理的に もお互 いに分節化す る,と の指摘は、封建制を経験 しない独 自の国家

構造 として,タ イにおける都市 と農村のあ り方を考 える上で極めて有益 である.そ して,都.市 と

農村 のあ り方 こそが経 済発展 のキー ター ムであ り、筆者の これか らの研 究の.一・つの ポイ ン トと

なっている。

11)岩 田慶冶 「西 アフリカに於ける二つの交易形態」 『史林3331t3号,]950年 。
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トパ ー ト(レ ス トラ ン ・屋 台)の3つ の 部 分 に 分 け られ る。 県 の衛 生 省 が 管 轄

を し,場 所 代 を1ヵ 月30バ ー ツ,家 主 に払 う必 要 が あ り,権 利 自体 も10000

バ ー ツで 流 通 して い る。 主 に生 鮮 を扱 い,ト レー ダー が バ ル クで 扱 う朝 市か ら

ス ター トし,午 前3100,夜 が 明 け る とセ ン トラ ル パー トで 近 所 の 人 間 に小 売

を始 め,フ ロ ン トパ ー トで 屋 台 を展 開す る。 午 後5:00に は,す べ て の タ ラー

トが 営 業 を終 了 す る。 現 地 系 タイ人 や 中国 系 タイ人 が 多 く,90%が 女 性 で,特

に資 本 と技 術 が必 要で は ない 。 しか し,他 者 か らの 資.本と支 援 が ない ため に規

模 拡 張 は ない 。値 引 きが 横 行 し,ラ イバ ルが 多 い た め,.た くさ ん の種 類 を陳 列

し,ワ ンス ト ップ シ ョ ッピ ング(そ の 一 店 舗 の み で 顧 客 の望 む売 買が す べ て行

える こ と)を 行 わ せ る必 要 が あ る。 何 よ り も売 り手 の パ ー ソナ リテ ィが重 要で

あ る。 町 の売 り手 か ら の ク レジ ッ ト(掛 け売 り)が3分 の1で ク レジ ッ トは3

日以 内 に返 済 す る1%地 方 の タ ラ ー トは現 在 に至 る まで 大 き な変 化 は ない ため,

価格 以 外 は,現 在 で も信 憑性 の あ る記 録 で あ る。 バ ン コ クで は,町 の規 模 が 大

きい た め,少 し性 格 が 異 な る。 バ ン コ クで の タ ラー トは,10程 度 あ る が,タ

ラー トに よ り衣 料 品,食 料 品 等,得 意 分 野 が 異 な る 。 消 費者 は,自 ら の 目的 に

合 わ せ て タ ラー トを選 ぶ 必 要 が あ る。 ま た,田 舎へ 行 くほ ど県 の 管 轄 で公 設 で

あ るが,バ ン コクで は私 設 が 多 い 。10バ ー ツま で な ら定 価 は守 られ て お り,そ

れ 以 上 の 価 格 で あ る と駆 け引 き とな る。 な お,現 在 で は,町 の 中 心 部 で は,

スー パ ー に侵 食 され て い る傾 向 が あ り,1980年 前 半 の ピ ー ク よ ゆも2-3割 程

度 数 が 減 っ てい る。 理 由 と して は,車 の渋 滞,駐 車 場 が ない,き れ い な 買 い物

を した い,地 価 が 上 昇 して い る の で私 設 の場 合 土 地 の オ ーナ ー が,場 所 代 を多

くとれ る ス ーパ ー の 方 を 選 好 す る(プ ラ トゥー ナ ム マー ケ ッ トの廃 止 の ケ ー ス

etc)等 が あ る よ うだ 。 「経 済 が 発 展 す れ ば タ ラー トは増 え るが ,あ る一 定 以 上

発 展 す る とか え って 減 少 す る傾 向」13,や 「百 貨 店,ス ーパ ー は店 舗 や 商 品 が き

れ いだ が,値 段 が 高 い 。 市場 は確 か に衛 生 的で はな い が,価 格 が 安 い。 消 費者

12)P■ee[haKuwinp置nし,MarketinginNorth-C仰 離日1τ 加 ぬ 雇,1980,PP91-123、

13)前 出,聞 き 取 り 。
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は買 う商 品や か とこ ろ加 減 で 使 い 分 け て い ます よ」1。,そ して 恐 ら くそ のふ と

ころ が 豊 か に な っ た とい うこ と もあ る。 しか し,生 鮮 は,や は り安 いの で屋 台

や 食 堂 の 仕 入 れ に は圧 倒 的 に タ ラー トが 有 利 な こ と もあ り,タ ラー トの 役 割 は

依 然 大 きい 。

次 に小 売 店 に つ い て.見 て い こ う。 先 述 の ピ サ ヌ ロ ー ク に つ い て のThe

WangThongMarketに つ い て の4つ の 小 売 形 態 か らmarketshops(小 売 店)

に つ い て の 記述 を要 約 す る。小 売 店 は,タ ラー トの周 囲 を囲 む よ うに存 在 して

い る 。1階 は商 品で あふ れ て い る。 衣服,パ ウ ダー,化 粧 品 重 農 器 具,建 築 材,

肥 料,殺 虫剤 な どが 売 り物 で あ る。 広 さ は48平 方 米 で ダイ ニ ングが奥 にあ り,

2階 は 家 族 の 部屋 とな っ て い る。 基 本 的 に生鮮 品 は扱 わ ず,パ ッケー ジ され た

消 費 財 を扱 う。 商売 をす る う えで,売 り手 に 対 し,タ ラー トよ り威厳 が あ るが,

開 店 に は,商 品 の仕.入れ 等 に40000バ ー ツ必 要 で あ る。 午 前6:00か ら午 後5:

00ま で営 業 が行 わ れ,店 の オー ナー は 中 国人,中 国系 タイ人 の男 性 で あ る。 華

僑 の排 他 的 な資 本 と情 報 の ネ ッ トワー ク(バ ンコ ク→ 県 → 町→ 村)が 存 在 す る

た め タイ 人 に は なか な か 入 れ な い取 引で あ り,2週 間 か ら1ヵ 月 の ク レジ ッ ト

(掛 け売 り)を 伴 って い るξ 値 引 きは 少 な い且9。現 在 に お い て は,よ ろ ず や 的

傾 向 はあ る もの の,都 市 に なれ ぼ な る ほ ど専 門化 が 進 んで きてい る。 い ず れ に

せ よ,華 僑 が 中心 で あ る こ と と,生 鮮 品 は置 か ず,い わ ゆ る包 装 消 費 財 を 中 心

に品 揃 え を して い る点 が 大 きな特 徴 で あ る。

タ イで は小 売 が 卸 を 兼 ね る こ と もあ る(座 売 りとい う)。 タ イ の卸 売 は,実

態 は,ボ リ ェ「 ム デ ィス カ ウ ン トを利 用 した横 流 しで あ り,そ の 点 で 日本 の卸

売 と は ま った く違 う。 こ の辺 の 事 情 に つ い て,鈴 木 安 昭 は,「 日本 に比 べ て

マ ー ケ ッ トが 小 さい の で,大 き くま とめ て地 方 に流 す とい う問屋 が育 た なか っ

た。 小 型 の総 合 問 屋 は あ る が,そ れ は 零 細小 売 商 に売 るた め の もの だJ";tし

4

5

6

1

1

1

日経流 通 新 聞 編 『ア ジア 流通 革 命 と ニ ッポ ン商 法」 日本 経 済 新 聞 社,1986年,83ペ ー ジ。

PreechIIKuwinpant,on.`ご`.,1980,PP.127-15().

H経 流 通 新 聞 編,前 掲 書,1986年,認1ペ ー・ジ。
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て.いる。 その 形 態 は,自 分 が オ ー ナ ーで 電 話 の 前 に座 り,妻 が 会 計 を担 当 す る。

2,3人 の クー リー(苦 力)を 雇 っ て い る。 倉 庫 を 持 つ だ けで 仕 入 れ 先 や小 売

に配 送 機 能 を負 わせ て い る。 こ こで は,何 よ りも小 売 店 へ の 「顔 」 が 財 産 で あ

り,バ ン コ クの代 表 的 な 中華 街 で あ るヤ ワ ラー にあ る卸 にな る と トラ ック 十何

台 も保 有 して い る こ と もあ る。

た だ し,こ の卸 売 も先 述 の 前 期 商 人 的性 格 の た め,近 代 的 マー ケ テ ィン グを

行 う上 で は,パ ー トナ ー と して は 不 十 分 で あ る 。花 王 を例 に と っ てみ る。 そ こ

で は,品 揃 えが 豊 富 に な った 今,従 来 の 座 売 りに頼 って い る と,売 りた い 新 製

品が なか なか 末 端 にまで 知 れ 渡 らない 。 そ こで 新 製 品 を 中心 に直 接,小 売 店 に

情報 を伝 達,売 り方 の指 導 を し,販 売 が 軌 道 に乗 れ ば 座 売 りル ー トに切 り替 え

て い くとい う。 つ ま り,「 座 売 りと直 販 の い い部 分 を それ ぞ れ 生 か して い く」切

ので あ る。

最 後 に,百 貨 店 ・ス ー パ ー ・CVs・DS・.5Cに つ い て見 て い こ う。 タ イ

にお け る近 代 的 流 通 に関 す る文 献 は,い くつ か あ るが1匙),TakiQNakagawaは,

ア ジ ア流 通 革 命 の 背 景 と し て,順 調 な経 済 成 長,日 本 に近 い 立 地(消 費 が.

Japanizeし た こ と),円 高 に よ.る日本 製 造 業 の 海外 進 出 を挙 げ,と りわ け タイ

独 自の点 と して,一 人 あ た りGNPの 上昇,地 質 上 地 下 鉄 が作 れ な いが ゆ えの

自動 車 等 の輸 送 機 関 の 発 展,タ イ に お け る観 光 客 の増 大,華 僑 が商 業 部 門 の投

資 を選 好 した こ とが 挙 げ られ て い る1"〕。

タイが 流 通 革 命 に 突 入 した の は,1980年 代 の こ とで あ る。 そ れ まで は,1964

年 に王 室 の 依 頼 を受 けて 出 店 した タイ 大丸 が,近 代 的 流 通 の 始 ま り とされ てい

17)同 上,62ペ ー ジ。

18)最 近 の流 通 につ い て は,平 中輝 夫 「流 通 大 戦 争 」r盤 谷 日本 人 商 工 会 議 所 所 報1995.8」 盤 谷

日 本 人 商工 会 議 所,1995年 が あ る。 通 年 的 に と らえ た もの に はや や古 い が,日 本 貿 易振 興 会 編

rア ジ アの 消 費 市 場 の 発展 と 日本 流 通 企 業 の経 営 戦 略』 日本 貿 易振 興 会,1988年 や 流 通 経 済 研 究

所 編 「環 太 平 洋 諸 国 の 流通 に 関す る研 究 報 告 書 タ イ剣 流 通 経 済研 究所,1989年 が あ る。 また

学 術 論 文 と して は,TaklQNakaga購,"AsianRetailingRevolutionandJapaneseCompanies,"

NagoyaUniversityDiscussionPaper,1987が あ る5そ の 他,観 光案 内や タ イの 旅 行 記 、 エ フセ

イ,ル ポ ル ター ジ ュな ど も体 系 的 で はな い が,一..・次 資料 と して参 考 に で き る。

19)TakioNakagawa,の}.`鉱,ユ987.
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る。 大丸 は タイで は じめて エ ア コ ンと工 表1バ ンコク とその周辺の百貨店用

面積 需要 及び伸 び率
ス カ レー ター をつ けた 店 で あ るが,も っ

と も革命 的で あ った の は,正 札 販 売=定

価 販 売 で あ った。 誰 に対 して も同 じ値段

で 売 る こ とは,バ ンコ ク にお い て は,特

異 な商 習 慣 で あ った鋤。 そ の後,1970年

後 半 まで は,タ イの 地 場 資 本 で あ る セ ン

トラル と タイ大 丸 の2社 に よ る競 争 時代

が長 く続 き,新 規 参 入 はほ とん どな か っ
出所:IFCT

た 。 理 由 と して は,当 時 バ ンコ クは,ま.

だ 消 費 基 地 と して は 未 成 熟 で,そ の た め,中 間 の 卸 売 業 者 を始 め とす る流 通

ルー トは確 立 され てい なか った こ とが挙 げ られ る。.また,国 内 製 造 業 が まだ未

発 達 で輸 入 代 替 型 工 業 化 政 策 の た め輸 入 関税 が高 いた め,品 揃 えに 難 が あ った

こ と もあ る。 しか し,1980年 代 に入 り外 資 導.入に よ る高 い 経 済 成長 とバ ンコ ク

都 民 の生 活 向 上,流 通 ルー トの 漸進 的 な改 善 に よ り,次 々 と百 貨店 ・ス ーパ ー

が並 ぶ よ うに な る。 そ の 奔 流 の よ うな 出店 ラ ッシ 手ぶ りは,バ ンコ クに おい て,

81年 に10万5千 平 方 メ ー トル だ っ た売 り場 面 積 が,85年 に は32万6.千5百 平 方

メ ー トル とな っ てい る こ とに も表 れ て い る20。1990年 以 降 の 売 り場 面 積 につ い

て は,表 一1の 通 りで あ る。 表 の通 り1996年 は,1985年 の お よ そ10倍 に もな っ

て い る。1990年 代 に至 る まで 変 わ ら ない1980年 代 前 半 の タイ の小 売 業 の特 徴 と.

して 『タ イ経 済 の飛 躍 と と もに 盤 谷 日本 人 商工 会議 所 創 立 四 十 周 年 記.念誌 』

(盤谷 日本 人 商 工 会 議 所,1995年)は,5つ の特 徴 を挙 げ て い る。1.デ パ ー

ト ・ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト等,店 の 区 分 が 曖昧 で,又 当時 も競 争 が 大変 厳 し く,

バ ー ゲ ンや プ ロパ ー 値 引 が 日常 化 して い て,一 般 的 に デ パ ー トは安 売 りの イ

メ ー ジが 定 着 して い た 。2.さ ら に各 店 問 の競 争 が 極 め て 激 しい 事 か ら,ラ ッ

年 総面積(mう 伸 び率(%)

1990 903,594 n.a.

91 1,138,594 26.0ユ

92 1,373,594 20.64

93 1,741,193 26.76

94 2,432,277 39.69

95! 2,925,422 20.27

96f 3,114,522 6.46

97{ 3,205,800 2.93

20)前 川 健 一 「バ ン コ クの 好 奇心 」.め こん,1990年,178-179ペ ー ジ.

21,日 経 流 通 新 聞 編,前 掲 書,1985年.245ペ ー ジ。
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衰2日 系 進 出 デ パ ー トメ ン トー 覧表

(403)59

会 社 名 進出年度 94年現 在店舗 数

大 丸 1972年 2店 舗

そ ご う 1984年 2店 舗

東 急 .1985年 2店 舗

ジ ャ ス コ 1985年 3店 舗+4店 舗 〔SM)

ヤ オ ハ ン 1991年 2店 舗

伊 勢 丹 1992年 1店 舗

地元 資 本 デ パ ー トメ ン ト

デ パ ー ト名 94年 現在 店舗数 備 考

セ ン ト ラ ル 10店 舗 そ の 他Big-C3店 舗

ロ ビ ン ソ ン 9店 舗 その他 セ イブ ワン ユ商舖

ザ ・ モ ー ル 8店 舗

マ ク ロ 9店 舗 CPグ ルー プ ・セ ブ ンイ レブ ン

イ ン ペ リ ア ル 5店 舗

出所:盤 谷H本 人商工会議所報1995年8月 号

キ ー ドロー ・プ レ ミアム セ ー ル ・ク ー ポ ン等 次 々 と顧 客動 員 策 を実 施 し,そ の

結 果 各 社 売 買差 益 率 の 低 下 と,営 業 経 費 の増 大 を招 い た 。3.デ パ ー トの主 力

商 品 は,日 本 の デ パ ー トの状 況 と は大 変 異 な り,衣 料 品 よ り も食 料 品 や 生 活 雑

貨 が 中心 で シ ェア ー も高 く必 然 的 に店 全 体 の マ ー ジ ン も低 い 。4.シ ョ ッピ ン

グ セ ン ター や デ パ ー トは,単 に 買 い 物 の 場 所 と して だ け の 目 的 で な く,レ

ジ ャー の場 所 と して の要 素 も強 く,エ ア コ ンの きい た館 内 はバ ン コ ク都 民 の憩

い の場 に もな っ て い る。5,タ イ国 の デ パ ー ト各 社 は,日 本 とは事 情 が 異 な り

純 粋 な 商 業投 資 とい うよ りも不 動 産投 資 の性 格 が 強 く,自 主 商 品 の ウエ イ トは

非 常 に 低 い 。又,ど の店 も委 託 販 売 形 式 の 場所 貸 し業 的で,そ の為 各 店 の 商 品

内 容 や ブ ラ ン ド展 開 にあ ま り差 が な い 鋤。 そ れ に付 け加 え る と,気 候 が 一 定 し

て い て 流行 が作 りに くい ため 経 営 戦 略 が は っ き り打 ち 出 しに くい こ と,東 南 ア

22)盤 谷 日本人商工会議所 「タイ経済 の飛躍 とともに 盤谷 日.本人商工 会議 所創立四十 周年記念

誌」盤谷 日本 入商工会議所,1995年,142-145ベ ー ジ。

巽西
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表3月 間 世 帯 収 入(バ ン コ ク〉

.、999 .、1 ,999、2,999
「
一3999-4 .999 、5 .999～7,9～ 区)一9.999 一14 .999`、29、999. 1.一30.

一1990年 2 47.7 1019.4 8.9且3.4[0.4 14.5115.6 5.1
..一 一

一1993年 1 3」1.9 7.74.4 5,617.3113.4 10,420.7 145

出所=表2に 同 じ

ジ アで 例 外 的 に地 元 の小 売 り資 本 の方 が 日系 小 売 業 よ りも売 上 高 が 多 い こ と,

が挙 げ られ る(表 一2)。

また,そ の顧 客 ター ゲ ッ トは,一 様 で は な く,月 収1000バ ー ツ未 満 か ら 月収

10万 バ ー ツ以上 の 人 間 まで 比 較 的 正 規 分 布 を示 し.てい る よ うな 階層 社 会 で あ る.

ため,.高 級 品志 向 の 百 貨店,中 間階 層 向 けの 百 貨 店 ・ス ー パ ー,庶 民 向 けの 百.

貨 店 ・スー パ ー の 区分 けが は っ き り して い るの が 大 きな特 徴 で あ る とい え よ う。

バ ンコ ク の 月 間 世 帯 収 入 の表 は,以 下 の 通 りで あ る(表73>。 発 達 順 序 と し

て は,初 期 の外 国 人 む け の高 級 な 店 →1980年 代 中 頃 の低 価 格 な品 揃 えで,冷 房

が き き ウ イ ン ドウ シ ョッ ピ ング とい う形 で の レジ ャー機 能 も有 してい る庶 民 的

な店→1990年 前 後 の庶 民 的 な店 で は飽 き足 らな い経 済発 展 と と も に出 現 した 自

動 車 を保 有 す る新 中 間階 層 向 けの 店 とい う順 序 で発 達 して き た。 また.日貨 店 と

い って も高 級志 向 の百 貨 店 も含 め て 生 鮮 品 の 売 上 が大 きい の は特 徴 で あ る。 そ
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衰4タ イ 国 の流 通 業 態 類 型

(405)61

業 態

デ パ ー トメ ン トス トア ー

ホ ー ル 七 一 ル ク ラ ブ

デ ィス カ ウ ン トス トア ー

ス ー パ ー マ ー ケ ワ ト.

シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー

コ ン ビ ニ エ ンス ス トア ー

流 通 業 者 名

セ ン ト ラ ル,ロ ビ ン ソ ン.イ ンペ リ ア ル,日 系 百 貨 店

マ ク ロ,セ ブ コ

セ イ ブ ワ ン,Big-C,ロ 一 夕 ス 他

フ ー ド ラ ン ド.ビ ラ,サ 二 一,フ ジ,ジ ャ ス コ 他

ザ ・モ ー ル,マ ー プ ン ク ロ ー ン,ラ ブ ラ オ,セ リ,シ ー コ ン他

ミ ニ マ ー ト,セ ブ ン イ レ ブ ン,マ ー ブ ン ク ロ ー ン,フ ァ ミ

リ ー マ ー ト,am・pm他

出所:表2に 同 じ

れ そ れ の特 徴 と して は,高 級 志 向 の 店 で は,バ ー ゲ ンは しない し,値 段 は 高 く,

平 日は ガ ラ ガ ラで あ る。 上 流 階 層寮 休 日 に ま とめ 買 い をす る ので あ る。 庶民 向

けのSCの.典 型 的 な例 と して のMBK(マ ー ブ ン クロ ンセ ン ター)は,露 天 を

建 物 の 中 に押 し込 んだ 設 計 を して い て 映 画館 を併 設 して い る こ と。経 済発 展 と

と もに,自 動 車 を保 有 す る新 中 間 階層 向 け の百 貨 店 や スー パ ー が,庶 民 的 な店.

で は飽 き足 らず,ウ イ ン ドウ シ ョ ッ ピ ングだ けで な く確 実 に購 買 して くれ る と

い う顧 客 コ ンセ プ トを し っか り絞 りこ んだ 上 で,品 揃 え も ラ ンク を上 げ て 地 価

の安 い 郊 外 へ順 次 設 立 さ れ て い っ た こ と,が 挙 げ られ よ う。 そ して,CVsも

DSもSCも1980年 中 頃 か ら後 半 にか けて爆 発 的 に 発達 してい る。 そ の 流 通 業

態 類 型 は,表 一4の 通 りで あ る。 と もあ れ 現状 は,全 て の業 態 にお い て,や や

オ ーバ ー ス トア状 態 で 先 行 投 資 と今 後 の経 済 成長(対 象 顧 客 の 増 加)の ス ピー

ドとの我 慢 比 べ とな って い る。 これ ら他 動 的 な流 通 機 構 につ い て は,ほ ぼ 同 時

期 に平 行 して発 生 してい る こ とが 大 きな特 徴 で,中 小 小 売 店 ・百 貨 店 →CVS

→DS一 ハ イパ ー マ ー トの順 番 で段 階 を踏 ん で流 通 革 命 が 進 行 した 日本 とは 大

き な違 い を見 せ て い る。

IIIタ イで の 味 の素 社 の マ ーケ テ ィン グ

1.現 地生 産への意志決定

本節 で は,タ イ味 の素 杜 の マー ケ テ ィ ン グ活 動 につ い て 見 て.い く。 第2節 で
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述 べ た タ イに お け る流 通 構 造 の特 徴 を念頭 に お きなが ら検 討 して 行 きた い 。 ま

ず,タ イに お け る味 の素 朴 の歴 史 と普 及 努 力 につ い てで あ るが,味 の 素 社 は,

戦 前 か らす で に タイへ 輸 出 を通 して販 売 して い た。 しか し,そ の 輸 出 高 は,今

日 と は比 較 す べ く もな く,味 の 素 社 自身 が,旧 植 民 地 で あ る朝 鮮 ・満 州 ・台 湾

の 販 売 に 注 力 して いた せ い もあ って か,味 の素 社 の全 輸 出 高 の2%ほ どに す ぎ

なか ったお)。しか し,戦 後 の味 の素=MSGの 普 及 に大 きな ス プ リ ング ボ ー ド

の役 割 を 果 た した こ と は疑 い な い 。 そ の普 及 ル ー トは,.お お む ね 華僑 か らそ の

経 営 す る中 国料 理 店 へ,そ して 現 地 人 へ と伝 播 した 。 なぜ,中 国 入 か ら普 及 し

た のか につ い て は,「 中 国 人 は うま い もの に はす ぐ飛 びつ く」鋤 との こ とで あ る

が,そ の こ とは,「 中国 系 の 人 々 の エ ンゲ ル係 数 は40%に 近 い。 それ は 貧 しさ

の指 標 と して で は な く,所 得 の向 上 分 が他 の レジ ャー に 向か わ ず,ま ず 楽 しみ

と しての 「食 」 に投 じ られ てい る。ふ だ ん の食 事 は切 り詰 め て も,楽 しむ た め

の食 事 の 回数 を増 や そ う と して い る」25}とい う こ とか ら も分 か る こ とで あ る 。

こ う して 中 国系 住 民 へ 普 及 した 味 の素 は,次 に現 地 の タイ系 住 民 へ と広 ま っ て

い く。 なぜ,味 の素 が これ ほ ど普 及 した のか につ い て は,魚 醤 文 化 圏 に よ る本

能 的 な味 覚 に訴 え る こ とが 可 能で あ った こ とが 挙 げ られ る。 これ は,前 編 で 述

べ た と お りで あ る2%ま た そ の こ と と関 連 し て 「シ オ と非 常 に 愛 称 が よい」2η

とい う。 つ ま り,ゴ ハ ン+ス マ シ汁 とい う食 事 形 態 にお い て ス マ シ汁 の 中 に シ

オ と味 の素 を付 加 す るの で あ る。 シオだ けで 味 付 けた の で は物 足 らな いが,魚

醤 油 を いれ る とう まい と感 じる味 覚 こそ が ポ イ ン トな の で あ る。 さ ら に味 の素

の普 及 にお い て 見 逃 せ な い のが,経 済 的 な 背 景 で あ る。 タイ の主 要 な カ ロ リー

源 は,米(一 部 もち 米)と 麺 で あ るが,い か に 少 な い お かず で ご飯 を多 く食 べ

得 るか,い か に安 く汁 そば を作 るか,と い う切 実 な問 題 が 存 在 す る認♪。 そ の 解

23)味 の素株式会社編 『味をたがやす一 味の素8D年史 』味の素株式会社,1990年,138ペ ー

ジの表参照,

24)前 出,聞 き取り。

25)日 経流通新聞編,前 掲書,1986年,138ペ ージ。

26}太 田真治,前 掲論文,

27)前 出,聞 き取り。
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決 に味 の素 が 大 き な役 割 を果 たす の で あ る 。 ご飯 の場 合,小 さな 肉 を そ の ま ま

で は おか ず に な ら ない の で,野 菜 と水 と シオ と味 の素 を加 えて ス ー プ に し,ご

飯 にか け る。 汁 そ ば の 場 合,鶏 ガ ラや豚 骨 か らの ス ー プ を味 の 素で 代 用 す る。.

こ うい う用 途 が あ るか ら こそ,価 格 的 に は 贅沢 品で あ る味 の 素 が低 所 得 の人 々

に まで ま んべ ん な く普 及 して い った の で あ るる

さ て,本 格 的 に味 の 素社 が,MSGを 販 売 した の は,現 地 に生 産 工 場 を設 立

してか らで あ る。1960年 に タ イ味 の 素 が設 立 され た が,そ の味 の素 社 の措 定 し

た 背 景 と して は,以 下 の こ とが 挙 げ られ る。(1.)タ イ で は,MSG消 費 量 が 順

調 に伸 び,し か も 「味 の 素」 ブ ラ ン ドが 国民 の 間 に普 及 して い た こ と。 ② 発

酵 法29)に よ るMSG製 造 の原 料 と な る タ ピ オ カ澱粉 が タイで は容 易 に 入 手 し う

る。(3)1957年 の 政 変 で,政 権 を と っ た サ リ ッ ト将 軍 の 新 政 府 が 「国 内 産業 奨

励 に関 す る 新 政 策」 を発 表 し,外 資 導 入 に よ る タ イの工 業 化 に積 極 的 に取 り組

む よ う にな った 。 〔4)これ に 呼 応 して,香 港 や 台 湾 のMSG製 造 業 者 が タイで

の現 地 生 産 をめ ざす 動 きを 示 したが,当 社 と して は これ らの機 先 を制 す る必 要

が あ っ た こ と。 ち ょう ど発 酵 法 の完 成 と タイ に も輸 入代 替 型工 業化 政 策 鋤 の 動

きが 波 及 して きた こ とが 同時 に起 こ った こ とに,味 の 素杜 の 幸運 さが あ った と

い え よ う。 そ して,1958年 ユD月に」.二場 設 立計 画 を新 政 府 に提 出 して 当 局 の 意 向

を打 診 し,続 い て工 場 設 立 申請 書 を提 出 す る。.政府 との交 渉 の 結 果,1959年7

月 にMSG事 業 が,産 業 奨 励 法 指 定 業種 に加 え られ,(1)大 半 は 国産 原 料 使 用,

② 工 業 省 の認 可 した 機 械 設 備使 用,(3)国 際 的水 準 の 品質 の 条 件,を 付 して,

28)前 川健一 『東南 アジアの 日常茶飯』弘文堂,1988年 。な お、他 にダイの食生活につ いて詳 しく

記述 した もの と して,前 川健..『 タイの日常 茶飯1弘 文堂,1995年,安 武律 『タイの豊か な植生

と食事』.全国食糧振興会,1991年 がある。

29)n+Scの 生産方法には,抽 出法 と発酵法が存在 し,抽 出法か ら発酵法へ と変化す ることで,M

SG事 業 は,原 料や副産物問題 から解放 され てフ ットルー.ス化 〔どこに立 地 して もコ.ストが変わ

らない状態)が ロ∫能 とな った。詳 しくは,太 田真治,前 掲論文 を参照の こと。

30>輸 入代替型工業化政策 とは,特 別な条件 を提示 して,先 進国の資本を導 入 し,産 業資本 として

現地生産させ,輸 入を代替 させ ることで ある。歴史的には,農 民の搾取 による原始蓄積 とは異な

る極 めて希有な工業化のプロセスをたどって いる。味の素札 もタイの施策に呼応す る形で現地工

場 を稼働 させたりである。
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MSG製 造工 場 の 建 設 許可 が 許 可 され た 。 そ して,外 資 ゆ え の特 典 と して三 〔ユ〉

所 得 税 の2年 間免 除,〔2>設 備 機 械 輸 入 税 免 除,(3}借 入 金 の返 済金 ・利 子送 金

や ロ イ ヤ ル テ ィ送 金 の保 証 を得 る。 タイ工 場 建 設 に と って,用 地 の買 収 が 最 後

の難 関で あ った 。 条件 と して は,〔1)良 質 の水 を1日2000ト ン確保 で き る こ と,

② 機 械 ・製 品 の輸 送 が 便 利 な こ とな ど の条 件 で,ユ960年3月 に,バ ン3ク 近

郊 の メ ナ ム川 沿 い の下 流 の地 点 に工 場 用 地 を 取 得,工 場建 設 を 開始 した 。

現 地 生 産 に よ り年 間数 百 トンの 製 造 が 可 能 にな り,価 格 が下 が った こ とで,

MSGの マ ー ケ ッ トほ大 きな広 が りを見 せ た 。 そ して,従 来 の華 僑 を使 った 販

売 体 系 を見 直 し,味 の 素社 自身 が主 体 的 に マ ー.ケテ ィン グ活動 を行 って い く下

地 が 完 成 さ れ た ので あ った 。


